
＜事業の内容＞  ＜事業イメージ＞  
１．きめ細やかな長寿命化対策 
○ 機能診断・機能保全計画に基づいた補修や更新、分水ゲート自動化、パイプライン化、水管理の
ＩＣＴ化、自動給水栓の導入などによる水管理・維持管理の省力化を支援します。 

○ ハード対策を行うための、機能診断・機能保全計画の策定等を支援します。 
 
２．機動的な防災減災対策 
○ 小規模なため池を対象として、災害の未然防止に必要な施設整備、リスク管理のための観測機器
の設置など、防災減災に資する対策を支援します。また、ため池の統廃合等を実施可能とします
（定額）。 

 
３．ため池の保全・避難対策 
○ ハザードマップの作成、監視・管理に必要な研修の開催、都道府県等を単位として行うパトロール
など監視・保全管理に資する活動等を支援します（平成32年度まで定額）。 

 
 
 
 
 
 
 
 ＜事業の流れ＞ ※事業実施年度での採択申請が可能（複数回受付） 

15 農業水路等長寿命化・防災減災事業 

＜対策のポイント＞ 
 農業の持続的な発展を後押しするため、農業生産活動の基盤となる農業水利施設の機能の安定的な発揮に必要な機動的かつ効率的な長寿命化対策
及び防災減災対策を、早期に効果が発現する地区を対象にきめ細かく推進するとともに、効果を最大限に発揮するための取組を支援します。 
 
＜政策目標＞ 
 ○ 施設機能が安定している基幹的農業水利施設の割合 約５割以上［平成32年度まで］ 
 ○ 湛水被害等が防止される農地及び周辺地域の面積 約34万ha（うち農地面積 約28万ha）［平成32年度まで］ 

         ［お問い合わせ先］農村振興局水資源課 （03-3502-6246）  
                      農村振興局防災課   （03-6744-2210） 

＜実施要件＞ 
 １、２の対策：総事業費200万円以上、受益者数２者以上、工事期間３年以内等 
          （工事期間：ため池の場合は５年以内（拡充）） 
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＜実施区域＞農振農用地、生産緑地（拡充）等 
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【平成31年度予算概算決定額  20,813（20,020）百万円】 
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